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　首都高は江戸橋の西側より地下化されますが、
一方で江戸橋の東側では一部道路が間引かれ
るものの、依然として首都高が鎮座し続けます。
こうした地域において、点在するオープンスペー
スを結び、相互利用を促すことにより首都高の
下の死んだ水辺を利活用する共に地域全体の
活性化を目指します。
　新設される道は、既存の道 (=首都高 )のネッ
トワークに加わるように立体交差を何度も繰り
返し、首都高との相対的な関係性によって多様
な場所性を生みます。同時にそれぞれの経験
が八の字の図式を伝ってゆるやかに混ざり合い、

緩やかな全体を浮かび上がらせます。
　首都高のスラブを屋根としている箇所におい
ては、小梁の両側に柱を溶接することにより、部
分的に吊り構造を実現しています。結果、首都
高の曲線はダブルコラムのリズムに置き換えられ、
柱を鏡面仕上げとすることによって空間に奥行
きが生まれました。
　構成やディテールは首都高自身参照し、備え
られたパラメータをいじることによって参照元と
は別種の空間を現像=processingしています。
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干渉の作法から関係性のヒントを探る
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　美術を学んできた関係で、展示をデザインす
る仕事に携わっている。展示によって作品の価
値が変わってはならないというモダニズムの考
え方と、真っ向からぶつかってしまう展示デザイ
ンの仕事をしながら、展示の不思議さについて
考えている。卒業設計では展示の考え方とは何
かまとめながら、それを建築に活かすことがで
きるか試みることにした。絵や彫刻が飾られて
いる空間や、ホワイトキューブよりも前の空間を
観察していく中で、積極的に関係を結ぼうとする
働きと、結びつきを拒もうとする働きを3つずつ
見い出し、「干渉の作法」と名付け、設計の中で

展開した。必要以上に攻撃的な作品とならない
ように、干渉が前提となるプログラムを検討し、
設計対象を児童養護施設とした。関係性をテー
マ にした設計は珍しいものではない。ただ優し
い関係だけはでなく、干渉を前提とした設計を
することで、新しい展示の可能性だけでなく、建
築がアプローチするべきいくつかの問題の解決
策を切り開くことができるのではないだろうか。
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